伊那市商工会研修旅行雑記　　　　　　　　NO1

商業部会長　　　岩附　宏
今年の伊那市商工会の研修旅行は、６月２０日～２１日に富山県のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごかやま),五箇山)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひみ),氷見)方面に事務局も含め３１名が参加し、行ってきました。以下私の印象でこの研修旅行を書き綴ってみたいと思います。
　6月とはいえ早朝は肌寒く、長袖のシャツでも少し寒さを感じるくらい、仲町駐車場でバスを待っていると予定より１０分も早く到着しあっという間に出発してしまった。
　西春近でかなりの人数が乗り、いよいよこの研修旅行も勢いを増してきたようであった。

駒ヶ根インターから高速道にのり、一路五箇山へ・・・・・
　五箇山とは、富山県南西部、庄川上流の地方名で南栃市に属し、5つの谷を合わせてそう呼ぶらしい、岐阜県白川村とともに合掌造りの特殊な民家を発達させ長く維持させてきた
その結果が世界遺産の認定となって今に至るのではあるが、この地域は降雪量が多く、耕作地が少ない。分家が困難で大家族で身を寄せ合って暮らす以外に方法が無かったこと、又それ故に養蚕業が盛んになり蚕の糞を用いた硝煙づくりも行われ、加賀藩の重要な産物となっていたようである。
　そうこう事前学習をしている間に、五箇山インターを通り抜け、五箇山の集落のひとつである菅沼合掌集落に到着した。思った以上に山あいで、風が強く驚いたが、メルヘンチックな合掌造りの家が並び、冬の大雪の夜、この風景をみたらなんともロマンチックな気分になっただろうと思いながら回っていると民俗館があった。

中に入ってみると、タイムスリップしたような気分になったが、中でも驚いたのは天井が漆塗りになっていたことだ。人々の家に対する思いが伝わってくるような気がした。そして、ここの「食事処与八」という所で昼食をとったのであるが、入った途端、何年も感じたことのない、懐かしくて涼しい風が吹きぬけ、とても幸な気持ちになった。決して豪華といえない食事よりもそれが何よりのご馳走であった。
次の視察地はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょうはな),城端)と言う街であったが、この街は浄土真宗の名刹善徳寺の門前町として発展、又近世以降、五箇山の養蚕を背景に絹織物業が盛んであったと思われる。
この街で特に有名なものは、八幡社の曳山であろうか。曳山会館なるすばらしい展示場があり職員も常駐し、流れるような文言で説明してくれた。

高遠の山車などはこれに比べれば残念ながらかなり見劣りがする。がっかりしてしまった。旧城端町の人口は一万弱で旧高遠町より若干多い程度だが、こんなに豪華な展示施設があるのにはびっくりもし、羨ましく感じたのは私だけではないだろう。街並みもしっとりとした古い町並みで、越中の小京都と言われているそうだが、１０年位前に都市計画で古い町並みを再現したようだ。信号機などもそれなりに作られ街並みに溶け込んでいたが電柱はやはり予算の関係か埋設ではなかった。こんなにすばらしい街並みに、人があまり歩いていないのは残念でもあり、観光の限界も感じた。あと土蔵群回廊なるものがあるがどういう訳か案内してもらえなかったので、パンフレットを見るにとどまったが、実物を見られなかったのは残念だった。
曳山会館から歩いて数分の所に善徳寺があるので見学したが、正確な名前は城端別院善徳寺と言い浄土真宗大谷派の大刹で、開基は本願寺第八代連如上人、５３０年余りを経ており、いくつかの変遷をへてこの地に落ち着いたようである。本尊は行基作と伝えられる阿弥陀如来像で、大変御利益があると思うが、法話中で拝観できなかった。しかし建築物を見ていると、昔の人々の宗教に対する思いは並々ならぬものがあるんだなあと、ついため息をついてしてしまった。浄土真宗は一向宗とも言い、戦国時代には、天下布武を目指した織田信長が、その名をいかなる戦国大名より恐れたと、何かの本で読んだことがある。
一向一揆がひとたび起きるとそれを鎮圧するのに本当に苦労したようだ。念仏を唱えながら、殺しても殺しても潮が満ちるように攻めてくる民衆に、信長はなんともいえない恐怖に駆られたのではないか。そんなことを考えてしまう程に威容を誇る建物だった。
　ついに城端に別れを告げ、水車ウォッチングロードを車窓から見学し、井波彫刻総合会館へと向かった。会館に着くと見事な彫り物が出迎えてくれた。日光の東照宮程ではないが、それでもかなり立派なものだ。中に入ると、値札を付けた作品が所狭しと展示してあったが、その値段の凄いこと、百万、二百万当たり前といった感じで圧倒されてしまった。
　井波彫刻の由来は１３９０年天皇の命により、本願寺五代綽如上人が井波別院を創設したが幾度か焼失し、その都度再建されたのであるが、江戸時代中期、瑞泉寺再建のおり、京より当代随一といわれた彫刻師前川三四郎が派遣され、地元の大工が師事したのが始まりとされる。
　その弟子の一人である七左衛門の代表作である、瑞泉寺勅使門菊の門扉に彫った「獅子の子落とし」は、日本彫刻史上傑作とされているとのことだ。しかし昔ならいざ知らず、今展示されている彫刻が、本当に手彫りのみで彫られているのかは甚だ疑問である。
大枠は機械で最後の仕上げは手彫りではないだろうか？つまらぬ詮索をしてしまった。

　しかし今主力の一般住宅用欄間は、お金があったらひとつ入れたくなるほど魅力的ではあったが・・・。　いよいよ長かった初日の研修も終わり、北陸道、能越道を経て、氷見阿尾の浦温泉に向かった。
　この温泉は、塩化物泉で火傷や慢性婦人病に良いらしい、美人になる湯とも言われているとのこと。まだ明るいうちに宿に着いたので、海辺でもあることだしちょっと外に出てみた。久しぶりの海だが、太平洋側と違いなにか侘びしい感じがする。よく見てみるとあまり色がない。なんとなく水墨画の景色のようだ、釣りをしている人が何人かいたが、たまに小さなハゼやキスがつれる程度で、見ていても面白くない。ひょっとみると海岸沿いにりっぱなホテルがある。つい最近営業をやめた感じで、庭もそれ程荒れていない。
日本全国どこに来ても不況だなあとつくづく思った。なんとももったいない感じだ。
宿に戻り、しばらくしたら宴会が始まった、この宿は民宿なので、食事が売りということで量はかなり多い。質はというとまだら模様だ。刺身の盛りはりっぱでおいしかったが、洋食風のフライなどがあり何か奇異な感じがした。隣の北原さんの話によると、３日前にこの温泉に来たが、宿が違うのに、洋食風のこの料理はまったく同じものだと言う。

給食のように業者に委託しつくってもらっているのか？こんな風にして経費を削減しているのであろうか。さすがに量が多く、もうお腹がいっぱいになってから、鍋が出てきた、美味しそうなのにもう食べられない。そこへ持ってきて、サイトウさんは私の目の前で鯛の刺身を御飯に乗せ、あつ～いお茶をかけ、旨いっと言って食べている。鯛の切り身が少し白くなり、本当に美味そうだ。頭では食べたくても、これ以上は胃に入らない、めったに無い経験をさせて貰った。宴会は佳境に入り、タレント揃いの皆さんが歌や踊り？で宴席を盛り上げてくれた。そのせいか、普段飲まない私でさえ、かなり飲んで酔ってしまった。

この宿は、サービスのめりはりをキチットつけているらしく？食事と温泉施設とエレベーターにはお金をしっかりかけているが、他はかなり節約しているようだ。私の寝た部屋は4人部屋で布団を引くと、4組の布団が1センチの隙間もない程ピッタリで、しかも部屋にトイレも洗面所もなく、共同の洗面所に至っては何と、よくトイレに等にある自動センサー付の蛇口だ。

手を差し出さ無いと、水が出ないのは当然としても、すぐ水が止まってしまうので、歯を磨くのにも往生した。お風呂のバスタオルも有料で350円とのこと、例えば1日100人としても三万五千円、１カ月百万ちょっと、とても無視できない金額だ、まあバスタオルは仕方ないにしても、洗面所の自動センサー付の蛇口と、各部屋にまったく鏡のないのには閉口した。男性はともかく女性は困ってしまうのではないか？
この宿に泊まったことで、サービスっていったいなんだろうか？深く考えさせられた。お世辞にもサービスが良いとは言えないこの宿は実際満室である。他方、海沿いの景色が良い、立派なホテルが潰れている。
この宿よりはきっとサービスが良かっただろうと推測されるが、結局収支が合わなければ、サービスが良かろうが豪華であろうが、ダメだということは自明の理である。以前、ここまでしてくれるのかと、感動するようなサービスを提供してくれたホテルがあったが、そこは手が小刻みに震えながら、支払うような料金だった。　

サービスの質と料金は比例するのが普通であるが、全体としてのサービスは悪くても、メリハリをつけることにより、奇妙な満足感を感じることを、氷見の宿で知った。
今日は、あまり学ぶことが多すぎて？知恵熱がでそうなくらい頭が疲れたので、北陸特有のねっとりした暑さと、騒音にもめげず深い眠りに落ちていった。
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　　　　商業部会長　　　岩附　宏
次の朝、まだ昨夜の酒が完全に抜けない状態で、朝食を食べた。御飯を盛るのはセルフサービスらしく、ツアーコンダクターが気を使って各人に盛っていた。ここらあたりも上手に人件費をけずっているんだなあと感心した。朝食の内容は、さすがに海辺の宿らしく充実していた。献立は普通の宿と変わらないものの、例えば、あじの干物は肉厚でわずかに桜色だ。味も深みがあって美味しい。朝食こそが「その宿の格を決める」とどこかに書いてあったが、ここら辺も売りと言うことだろうか？他もそれぞれおいしかった。　
朝酒が少しまわってきた頃、出発することになった。海岸線のくねくねと曲がった道をしばらく走ると、氷見海鮮館があった。ここで御土産を買うらしい、中にはいると意外とこじんまりしている。一言でいうと市場だ。大きな市場を見慣れた目には少し物足りなく映ったが、回ってみると結構欲しいものも有った。鮪の中トロ、鯛の刺身、白エビそれに岩牡蠣を買い込んでそそくさとバスに乗り込んだ。
次の視察地は、武田家住宅で、北条さんから貰った資料ではあの武田信玄の弟の信綱のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まつえい),末裔)と伝えられていると書いてあった。その資料を読んでいくと、仁科五郎盛信の母親は信玄の側室湯川夫人だが後娘二人があり、一人は、NHK大河ドラマ天地人で放映されている上杉景勝に嫁いだ菊姫。もう一人は松姫であり、知っての通り後に幼年時の保科正之公を、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けんしょういん),見性院)と共にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かくま),匿)い助けたのだ。しかしなんというEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えにし),縁)であろうか。
この住宅は重要文化財に指定されており、安政年間に伏木勝興寺本堂が再建された時の余木で建てられたという伝承がある。当時としてもお上か、世間に対してかどちらに対してかは分からないが、えせみを受けないようにかなり気を使っていたようだ。
一見普通のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かやぶき),茅葺)の建物に見えるが、背面はまた違った形で作られており、当時の豪農の建築様式を良く残しているらしい。又、明治以降は山岡鉄斎や横山大観ら多くの有名人が滞在し、貴重な作品を残している。（大観の作品だけは保存状態の関係で本物は市の美術館にあり、ここのものはレプリカである）
中に入ってみると土間があり、コンクリートかと思われる程の固さだ。ガイドに聞いてみると土と海藻を練ってあるとのこと。昔人の知恵には感心するばかりだ。
家に上がってみると、下男の部屋がある、三畳位の広さであろうか。この狭さで一体どんなふうに時を過ごしていたのであろうか？身分制度があった時代のこととはいえ胸が痛くなる。少し奥に入ると壁にいろんな著名人の作品が展示してある。その中に頼山陽の作品があった。この名前ははるか記憶の奥の奥にしまわれた名で、確か中学や高校の歴史の教科書に載っていたなあ？江戸の後期の儒学者というのはすぐに出てきたが、他のことは全く出てこない。暫らくして「日本外史」という言葉が浮かんだが、内容についてはさっぱり思い浮かばない。別にどうでも良いことなのでもうそれ以上は考えないことにした。
又奥に入ると、素晴らしい庭が見える部屋だった。その庭を観ているとなぜか心が安らぐ。しかし不思議なことにこういった日本の庭は少し湿った感じで、陰光といったらいいか、日陰の光が良く似合う。眩いばかりの陽光が似合う、西洋のお城の庭とは対照的だ。牡丹には陰光が似合い、薔薇には陽光が似合うといったところか？
目を隣の部屋に移すと、大きな書が掲げられていた。ガイドの話だと、この家の夫人が八十何歳まで生きて、その時の心境を書き残したものだそうだ。いろいろな苦労はあったけれど今は平穏な気持ちで無になっている。そのような意味らしい、豪農といえども、又女性ならではの労苦があっただろうか。いずれにしてもここに暮らした人々の様々な思いが、壁や柱の中に詰まっているような気さえする。
誰かに促されて、次の視察地へ行くべくバスに乗った。次は南部鋳造所と金屋町大寺幸八郎商店だ。まず大寺商店へ、創業が慶応三年で超老舗である。中に入ると鋳鉄の作品が所狭しと、並んでいる。素晴らしいものであることは、素人の私でもわかるが何せ値段との絡みでとても買う気にはなれない。おつき会い程度に、鋳鉄の栓抜きとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふくろう),梟)の風鈴を買うにとどめた。見上げると天窓がありとても明るいしお洒落だ。著名な建築家が写真を撮りにみえると言うがなるほどと思う。特別に奥に案内してくれると言うので、遠慮なく従ったが奥には茶室があり、この茶室には宮様もおこしになったと聞く。造りは素朴のように見えて、良く観ると実は贅を凝らしている。今このようなものを造ったらとんでもないお金がかかるだろう。廊下のガラス戸の見事な飾りといい、当時この地区で指折りのお金持ちではなかっただろうか。有り余るお金をこの家に惜しみなく、つぎ込んだように見える。
中庭も石燈篭がいくつかあり、日本の有名な建物等を模しているらしい。この庭の中に当時の世界をギュッと凝縮して表すあたりはとても日本的だ。そしてその中にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わび),侘)びやEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さび),寂)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆうげん),幽玄)をあらわしているとなると、こちらの理解を超えてくる。この茶室から庭を眺めていると、つい千利休を思い浮かべてしまうが、誤解を恐れずに言えば、彼は現代流にいえばオタクではなかったか？極論すれば昔から日本の文化と言われる結構な部分を、現代でいうオタク達が創ってきたのではないだろうか？千利休がオタクとすれば、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つれづれぐさ),徒然草)の吉田兼好はさしずめ引きこもりではなかっただろうか？勿論異論はあろうし、かなりの相違点はあるものの、どこか根っこで繋がっているように思える。繊細な日本人のDNAを感じる。
日本人であっても時空を超えた考えに浸ってしまうほど、カルチャーショックを受けてしまった。すぐ近くに南部鋳造所があるとのことだが、あまりたいしたことはないと聞いたので、そこにはいかず次に向かった。
次は国宝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ずい),瑞)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りゅうじ),龍寺)、もういいかげん疲れが出てきた、しかもバスが横付けできなくて結構歩くとのこと。ここまで来たのだからと、気力をふりしぼって歩くことにした。
このお寺は加賀二代藩主前田利家公の菩提を弔うために、三代藩主利常公により建てられたとのこと。二十年の歳月要し寺域は3万６千坪で、周囲に濠をめぐらし城郭の様だったらしい。長い参道を歩きやっと寺に着いたが、そのスケールの大きさに疲れもどこかに行ってしまった。
まず思ったのは、その権力の凄さだ。たった一人の権力者のために、２０年の歳月と広大な敷地そして膨大な建築費が使われたのだ。それは何らかの形で民衆を苦しめたのではないか？しかし現在は国宝となり、全国各地から参拝者が多く訪れ地元の糧となっていることに複雑な思いがする。全体的にきれいで特に芝生の手入れが行き届いているのには感心したが、本当は江戸時代から芝生ではなかっただろうに？いずれにしても圧倒される何かがあった。そろそろ昼時ということで、寺院内をざっと見学して次に向かった。
昼食は新湊の「割烹かわぐち」という所だった。ここは白エビ料理が売りらしく白エビづくしだった。まず白エビの刺身から始まり、「手揚かき揚げ」挙句のはてには「白エビのふりかけ」まであった。白エビには色々な称号がある。富山湾の宝石、貴婦人はたまた海のフォアグラ。刺身を食べてみると、とろける様な甘みがあり舌に絡みつく旨みが何とも言えない。この地方の人々の誇りに思う気持ちも分かるような気がした。お腹もずいぶん満たされたので、最後の視察地である薬の廣貫堂へ向う。
薬といえば富山、富山と言えばくすりだが、薬剤師の私としては製薬会社を見学できるとは望外の喜びであり楽しみにもしていた。お城の門の様な建物に入ると、奥にちょっとしたシアターがあった。ほんの五分位の上映だったが、富山の薬売りの概要が良くわかった。
富山の家庭配置薬は、三百年前、富山藩主EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まえ),前)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だ),田)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まさとし),正甫)公により始められた。江戸城での会議の折、岩城三春藩（現在の福島県）藩主が急病になり、正甫公が持っていた「反魂丹」を飲ませたところたちどころに回復し、その効き目が全国に鳴り響いたことがきっかけのようだ。もともと救民意識の高かった正甫公はこれを機会に全国へ薬売りを派遣した。そして非凡だったのは、現在も続く「先用後利」、支払は使ったあとでという販売システムを考え出した事だ。これにより瞬く間に全国に富山の薬売りが広がったと思われる。
記念に、珍しい絵柄の痛み止めや風邪薬を買っていたところ、ひょっと見ると水野さんが表紙に「薬草大全」と書いてある本を持っていたので、どこで買ったのか？と聞いたら親切に売っている場所まで、案内してくれたので早速買い求めた。そしてページを開いて驚いた！ちゃんと構造式まで載っていたからだ。
普通、薬草の本は二つに分かれる、一般向けの本当に分かり易い本と、見たとたん眠くなってしまう専門書だ。この本はそのどちらでもなく長年探していた本だ。おまけに、アオキから始まっている。アオキは、学生時代植物部にも所属していたが、その時研究していた植物だ。葉や果実の成分の（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(オ),A)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(－),ｕ)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(クビン),cubin)　ｍｐ．181°）は、今でも覚えている。青木の葉が乾くと黒変するが、それをどうしたら変色しないか？といった研究であった。毎晩遅くまでタンパク変性剤を加えたりして、いろんなことをしたが、なかなか結果が出ず本当に苦労したからだ。今秋東京で、植物部の仲間と会うことになっているが果たして何人がこの事を覚えているのやら？
廣貫堂に立ち寄ったことは、私にとって大変有意義なものとなった。一つは欲しいと思っていた本が手に入ったことと、もう一つは富山の薬売りの歴史の重さがわかったことだ。
当時薬売り達は相互監視のもと、博打をしたり、遊郭に足を運んだ者は容赦なくその業を取りあげられたという事実。いつの世も薬を扱うものは、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せいれんけっぱく),清廉潔白)でなくてはと身を引き締めた。
とうとう最後の視察も終わり帰路についたが、個人情報のこともありバスの中や宿で誰がどうしたということはほとんど書いてない。しかし実に面白い旅行だった。伊那市笑行会に名前を変えた方が良いかも、と思うほどに笑いが絶えなかった。ハーモニカを吹く者、大酒を飲みとても面白いことを滑らずに話す人、もう本当にタレント揃いでお腹の筋肉が痛くなった。女性陣から頂いた漬物、特に梅漬けとてっぽう漬けは、本当に美味しく何度も食べたくなる程だった。
こんなに和気あいあいと旅行を楽しんでいる人達だが、数年前はお互いに知らずにいたのだ。「高遠」「西春近」「長谷」と三つの商工会が合併したのはそんなに昔ではない。しかし、皆とっくの昔から知っているように、本当に楽しそうに、飲んだり食べたり話したりしている。何か不思議な感じだ。
何年か前、三商工会の合併の話が持ち上がった時、一体どうなることかと不安に思ったり、悲観したりしていたのが噓のように皆生き活きとしている。飲みに行こうかと、あちこちで誘い合っている光景も良く見る。私にしても波動が合うのだろうか、とても話が合う人が何人もいる。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひょうたん),瓢箪)から駒だが、私個人の考えとしては合併して良かったと思っている。周りの人を見ても視野が広がったように感じるし、元気が出てきたように思う。
昨秋のリーマンショック以来、世界経済はもとより日本経済はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みぞう),未曾有)の試練を受けている。特に零細業者にとっては、本当に深刻なこととなっている。今こそ、本当の意味で商工会の出番がきたのではないだろうか？三商工会が合併したのは、時代の要請と思うのはうがちすぎだろうか？もちろん我々会員一人一人の姿勢が結果を決めるのではあろうが。
そんな事を考えているうちに、神岡を過ぎ長さ4キロ強の安房トンネルに入った。このトンネルは、火山地帯を貫通し工事に大変難儀したようだ。この地帯の山の険しさは言葉には表せないくらいだ。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せんじん),千尋)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たに),谷)とはこのことを言うのだろうか？誤って転落したら100％命はない。トンネルを出てしばらくすると左手に釜トンネルが見えた。ここまでくれば見慣れた風景が続く、安心したのか睡魔が襲う、気がつくともう松本平だった。
しかしこの研修旅行はたった二日間だったが、本当に得るものが多かった。特に観光について深く考えさせられた。お金をかけていろんな物を作ってみたところで、そうそう観光客は来るものではない。又、そういったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たぐい),類)のものは全国各地にあり、上を見たらきりがない。そして今、観光のあり方も変わって来ているのではないだろうか。人々の求めているのは、物見遊山的なものではなく、何度来ても心がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いや),癒)される「何か」？を求めて観光地を訪れるようになってきているのではないか。そう考えると肩の力が抜け妙に楽になった。
　今あるものを少しずつ磨いていくのが現時点では最良だろう。それがいつか人々のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きんせん),琴線)にふれることができれば最高なのだが・・・・・。
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(げし),夏至)の太陽は、なかなか沈まずしばらく移りゆく風景を照らしていた。が、さすがに夕暮れが山の端を濃紺に変え、バスは中央道から一般道へ。西春近から徐々に人が降りいよいよ寂しくなってきた。旅の疲れがどっと出てきた頃仲町駐車場に着き、運転手さんや長谷に帰る人々と別れを告げた。
家に帰ると、早速買い求めた鯛の切り身を取り出した。そしてこの前買っておいた刺身包丁で切り揃え、鯛茶づけにした。グラグラの熱湯を鯛の刺身にかけると、シュワと白くなった。熱いのも物ともせず、女房と共に舌鼓をうった。ほんの少しだけ旅のおすそ分けをしてこの旅行は終わった。
